
司法試験委員会会議（第１１４回）議事要旨

（司法試験委員会庶務担当）

１ 日時

平成２７年９月７日（月）１４：１５～１５：１５

２ 場所

法務省第一会議室

３ 出席者

○ 司法試験委員会

（委員長）山口 厚

（委 員）奥田隆文，古口 章，土屋美明，長谷部由起子（敬称略）

○ 司法試験委員会庶務担当（法務省大臣官房人事課)

小山太士人事課長，是木 誠試験管理官，森山智文人事課付

４ 議題

(1) 平成２７年司法試験合格者の決定について（協議）

(2) その他

(3) 次回開催日程等について（説明）

５ 資料

資料１ 平成２７年７月３０日付け埼玉弁護士会会長名等の「司法試験年間合格者数を

現状から大幅に減員することを求める声明」

資料２ 平成２７年７月２４日付け北海道弁護士会連合会名の「司法試験年間合格者数

を現状から大幅に減員することを求める決議」

資料３ 平成２７年８月１３日付け横浜弁護士会会長名の「法曹養成制度改革推進会議

決定等についての会長声明」

６ 議事等

(1) 平成２７年司法試験合格者の決定について（協議）

○ 平成２７年司法試験について，司法試験考査委員会議の判定に基づき，論文式試験の

各科目において，素点の２５％点（公法系科目・刑事系科目は５０点，民事系科目は７

５点，選択科目は２５点）以上の成績を得た者のうち，短答式試験の得点と論文式試験

の得点による総合評価の総合点８３５点以上の１，８５０人を合格者とすることが決定

された。

○ 司法試験法施行規則第６条に基づく合格者の氏名の公告は，平成２７年９月３０日

（水）付け官報により行うこととされた。

(2) その他

○ 事務局から，埼玉弁護士会，北海道弁護士連合会及び横浜弁護士会から司法試験委員

会等宛てに送付された資料１から３について報告がなされた。



○ 平成２７年司法試験における不正受験者に対し，行政手続法に基づく弁明の機会を付

与したところ，特段の弁明がなかったことを踏まえ，当該受験者に対して，平成２７年

司法試験を受けることを禁止し，既に提出された論文式試験答案の審査を行わないもの

とするとともに，今後の５年間，司法試験及び司法試験予備試験を受けることができな

いものとすることについて，各委員から意見を徴した結果，了承され，平成２７年９月

５日に委員会の議決としたことが報告された。

○ 青柳幸一考査委員について，司法試験委員会として，解任を承認するとともに，国家

公務員法違反の事実で刑事告発する方針を決定し，今後の手続については委員長に一任

された。

(3) 次回開催日程等について（説明）

○ 次回の司法試験委員会は，平成２７年１０月７日（水）に開催することが確認された。

（以上）


